
  
 

一

 
 

 

政
治
資
金
規
正
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
二
十
二
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条

の
四
第
二
項
」
に
、
「
、
当
該
」
を
「
並
び
に
当
該
」
に
改
め
、
「
並
び
に
当
該
寄
附
を
し
た
者
が
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項

本
文
に
規
定
す
る
者
で
あ
つ
て
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
そ
の
旨
」
を
削
り
、
同
号
ニ
中
「
第
二
十
二

条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
、
当
該
」
を
「
並
び
に
当
該
」
に
改
め
、
「
並

び
に
当
該
寄
附
を
し
た
者
が
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
者
で
あ
つ
て
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
も
の
で
あ

る
と
き
は
そ
の
旨
」
を
削
り
、
同
号
ニ
中
「
第
二
十
二
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
六
条
第
一
項
中
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。 

 

第
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
、
第
十
六
条
第
二
項
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
、
「
第
十
六
条

第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
」
に
改
め
る
。 



 

  
 

二

 
第
十
九
条
の
十
一
第
二
項
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
」
に
、
「
同
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。 

第
十
九
条
の
十
二
及
び
第
十
九
条
の
十
六
第
二
十
項
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
団
体
の
寄
附
の
禁
止
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
会
社
、
労
働
組
合
（
労
働
組
合
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
労
働
組
合
を
い
う
。
第
三
項
並
び
に
第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
及
び

第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
職
員
団
体
（
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
八
条
の
二
又
は
地
方

公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
職
員
団
体
を
い
う
。
第
三
項
並
び
に
第
二
十

一
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
そ
の
他
の
団
体
は
、
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
者
に
対
し
て
」
を

「
法
人
そ
の
他
の
団
体
（
政
治
団
体
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中

「
会
社
、
労
働
組
合
、
職
員
団
体
そ
の
他
の
団
体
（
政
治
団
体
を
除
く
。
）
」
を
「
法
人
そ
の
他
の
団
体
」
に
改
め
、
「
（
政

党
及
び
政
治
資
金
団
体
に
対
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。 

 

第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

個
人
の
す
る
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
は
、
各
年
中
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
額
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 



  
 

三

 
一 

政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
に
対
し
て
す
る
寄
附 

二
千
万
円 

 

二 
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
者
に
対
し
て
す
る
寄
附 

千
万
円 

第
二
十
一
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
及
び
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、

同
条
第
五
項
を
削
る
。 

 

第
二
十
二
条
の
二
中
「
及
び
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
を
削
る
。 

 

第
二
十
二
条
の
三
の
前
の
見
出
し
並
び
に
同
条
及
び
第
二
十
二
条
の
四
を
削
る
。 

 

第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
中
「
（
金
融
商
品
取
引
法
第
二
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
取
引
所
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
単
に
「
金
融
商
品
取
引
所
」
と
い
う
。
）
に
上
場
さ
れ
て
い
る
株
式
を
発
行
し
て
い
る
株
式
会
社
の
う
ち
定
時
株
主
総
会

に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
定
め
る
た
め
の
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
百
二
十
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
定
時
株
主
総
会
基
準
日
」
と
い
う
。
）
を
定
め
た
株
式
会
社
で
あ

つ
て
直
近
の
定
時
株
主
総
会
基
準
日
が
一
年
以
内
に
あ
つ
た
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
定
時
株
主
総
会
基
準
日
に
お
い
て
外
国

人
又
は
外
国
法
人
が
発
行
済
株
式
の
総
数
の
過
半
数
に
当
た
る
株
式
を
保
有
し
て
い
た
も
の
）
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
及

び
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
二
条
の
三
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
寄
附
の
質
的
制
限
）
」
を
付
す



 

  
 

四

る
。 

 

第
二
十
二
条
の
六
を
第
二
十
二
条
の
四
と
し
、
第
二
十
二
条
の
六
の
二
を
第
二
十
二
条
の
五
と
し
、
第
二
十
二
条
の
七
を
第

二
十
二
条
の
六
と
す
る
。 

 

第
二
十
二
条
の
八
第
四
項
中
「
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
二

条
の
七
と
し
、
第
二
十
二
条
の
九
を
第
二
十
二
条
の
八
と
す
る
。 

 

第
二
十
四
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
第
十

六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
六
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
及
び
第
二
項
若
し

く
は
第
三
項
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
六
条
の
二
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

一 

国
か
ら
補
助
金
、
負
担
金
、
利
子
補
給
金
そ
の
他
の
給
付
金
（
試
験
研
究
、
調
査
又
は
災
害
復
旧
に
係
る
も
の
そ
の
他

性
質
上
利
益
を
伴
わ
な
い
も
の
及
び
政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
交
付



  
 

五

金
（
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
交
付
金
を
含
む
。
）
を
除
く
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
交
付

の
決
定
（
利
子
補
給
金
に
係
る
契
約
の
承
諾
の
決
定
を
含
む
。
同
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
た
会
社
そ
の
他
の
法
人

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
か
ら
の
給
付
金
交
付
法
人
」
と
い
う
。
）
の
役
職
員
と
し
て
当
該
給
付
金
の
交
付
の
決
定

の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
同
日
後
一
年
を
経
過
す
る
日
（
当
該
給
付
金
の
交
付
の
決
定
の
全
部
の
取
消
し
が
あ
つ
た
と
き

は
、
当
該
取
消
し
の
通
知
を
受
け
た
日
）
ま
で
の
間
に
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
政
治
活
動
に
関
す
る
寄

附
（
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
若
し
く
は
長
に
係
る
公
職
の
候
補
者
、
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
資
金
管
理
団
体
又
は
こ

れ
ら
の
者
に
係
る
第
三
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
ロ
の
規
定
に
該
当
す
る
政
治
団
体
に
対
し
て
す
る
政
治
活
動

に
関
す
る
寄
附
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
政
関
連
寄
附
」
と
い
う
。
）
を
し
た
者 

 

二 

国
か
ら
資
本
金
、
基
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部
の
出
資
又
は
拠
出
を
受
け
て
い
る
会
社
そ

の
他
の
法
人
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
国
出
資
法
人
」
と
い
う
。
）
の
役
職
員
と
し
て
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に

違
反
し
て
国
政
関
連
寄
附
を
し
た
者 

 

第
二
十
六
条
の
二
第
六
号
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
四
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
七
第
四
項
」
に
、
「
第
二
十
二
条
の
六
第

三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
四



 

  
 

六

項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
七
第
四
項
」
に
、
「
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号

を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を

同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
十
二
条
の
三
第
六
項
、
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
二
条
の
六
第
三
項
」

を
「
第
二
十
二
条
の
三
又
は
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
六

号
を
加
え
る
。 

 

三 

地
方
公
共
団
体
か
ら
補
助
金
、
負
担
金
、
利
子
補
給
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
交
付
の
決
定
を
受
け
た
会
社
そ
の
他
の
法

人
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
給
付
金
交
付
法
人
」
と
い
う
。
）
の
役
職
員
と
し
て
当
該
給
付
金

の
交
付
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
同
日
後
一
年
を
経
過
す
る
日
（
当
該
給
付
金
の
交
付
の
決
定
の
全
部
の
取
消
し

が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
取
消
し
の
通
知
を
受
け
た
日
）
ま
で
の
間
に
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
若
し
く
は
長
に
係
る
公
職
の
候
補
者
、
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
資
金
管
理
団
体
又
は
こ
れ
ら
の

者
を
推
薦
し
、
支
持
し
、
若
し
く
は
こ
れ
に
反
対
す
る
政
治
団
体
に
対
し
て
す
る
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
地
方
政
治
関
連
寄
附
」
と
い
う
。
）
を
し
た
者 

 

四 

地
方
公
共
団
体
か
ら
資
本
金
、
基
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
全
部
又
は
一
部
の
出
資
又
は
拠
出
を
受
け
て



  
 

七

い
る
会
社
そ
の
他
の
法
人
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
地
方
公
共
団
体
出
資
法
人
」
と
い
う
。
）
の
役
職
員
と
し
て
第
二

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
地
方
政
治
関
連
寄
附
を
し
た
者 

 

五 

国
か
ら
の
給
付
金
交
付
法
人
（
当
該
給
付
金
の
交
付
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
同
日
後
一
年
を
経
過
す
る
日
（
当

該
給
付
金
の
交
付
の
決
定
の
全
部
の
取
消
し
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
取
消
し
の
通
知
を
受
け
た
日
）
ま
で
の
間
に
あ
る

も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
国
か
ら
の
給
付
金
交
付
法

人
に
対
し
国
政
関
連
寄
附
を
す
る
こ
と
を
勧
誘
し
若
し
く
は
要
求
し
、
又
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
給
付
金
交
付
法
人（
当

該
給
付
金
の
交
付
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
同
日
後
一
年
を
経
過
す
る
日
（
当
該
給
付
金
の
交
付
の
決
定
の
全
部

の
取
消
し
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
取
消
し
の
通
知
を
受
け
た
日
）
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
を

知
り
な
が
ら
同
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
給
付
金
交
付
法
人
に
対
し
地
方
政
治
関
連
寄
附
を
す

る
こ
と
を
勧
誘
し
若
し
く
は
要
求
し
た
者
（
団
体
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
役
職
員
又
は
構
成
員
と
し
て
こ
れ
ら
の
行
為
を
し

た
者
） 

 

六 

国
出
資
法
人
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
当
該
国
出
資
法
人
に
対
し
国
政
関

連
寄
附
を
す
る
こ
と
を
勧
誘
し
若
し
く
は
要
求
し
、
又
は
地
方
公
共
団
体
出
資
法
人
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
同
項
の



 

  
 

八

規
定
に
違
反
し
て
当
該
地
方
公
共
団
体
出
資
法
人
に
対
し
地
方
政
治
関
連
寄
附
を
す
る
こ
と
を
勧
誘
し
若
し
く
は
要
求
し

た
者
（
団
体
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
役
職
員
又
は
構
成
員
と
し
て
こ
れ
ら
の
行
為
を
し
た
者
） 

 

七 

国
か
ら
の
給
付
金
交
付
法
人
の
す
る
国
政
関
連
寄
附
（
当
該
給
付
金
の
交
付
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
同
日
後

一
年
を
経
過
す
る
日
（
当
該
給
付
金
の
交
付
の
決
定
の
全
部
の
取
消
し
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
取
消
し
の
通
知
を
受
け

た
日
）
ま
で
の
間
に
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
又
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
給
付
金
交
付
法
人
の
す
る
地
方
政

治
関
連
寄
附
（
当
該
給
付
金
の
交
付
の
決
定
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
同
日
後
一
年
を
経
過
す
る
日
（
当
該
給
付
金
の
交

付
の
決
定
の
全
部
の
取
消
し
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
取
消
し
の
通
知
を
受
け
た
日
）
ま
で
の
間
に
す
る
も
の
に
限
る
。
）

で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、第
二
十
二
条
の
二
の
規
定
に
違
反
し
て
こ
れ
ら
の
寄
附
を
受
け
た
者
（
団
体
に
あ
つ
て
は
、

そ
の
役
職
員
又
は
構
成
員
と
し
て
こ
れ
ら
の
行
為
を
し
た
者
） 

 

八 

国
出
資
法
人
の
す
る
国
政
関
連
寄
附
又
は
地
方
公
共
団
体
出
資
法
人
の
す
る
地
方
政
治
関
連
寄
附
で
あ
る
こ
と
を
知
り

な
が
ら
、
第
二
十
二
条
の
二
の
規
定
に
違
反
し
て
こ
れ
ら
の
寄
附
を
受
け
た
者
（
団
体
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
役
職
員
又
は

構
成
員
と
し
て
こ
れ
ら
の
行
為
を
し
た
者
） 

 

第
二
十
六
条
の
三
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二



  
 

九

十
二
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
一
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
第
二
十
二

条
の
八
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
七
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
第
二
十
二
条
の

八
第
三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
七
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
す
る
。 

 

第
二
十
六
条
の
四
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
二
十
二
条

の
七
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
四
項
」
を
「
第
二
十
二
条

の
七
第
四
項
」
に
、
「
第
二
十
二
条
の
七
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二
十
二

条
の
九
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
八
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
二
十
二
条
の
九
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二

条
の
八
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
六
条
の
五
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
二
十
二
条
の
七
第
二
項
」
を
「
第
二
十

二
条
の
六
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
二
条
の
八
第
四
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
七
第
四
項
」
に
、
「
第
二

十
二
条
の
七
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
六
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
十
八
条
の
二
中
「
第
二
十
六
条
の
二
第
三
号
、
第
二
十
六
条
の
三
第
二
号
」
を
「
第
二
十
六
条
の
二
第
七
号
か
ら
第
九

号
ま
で
」
に
、
「
第
二
十
二
条
の
六
第
四
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
四
項
」
に
改
め
る
。 



 

  
 

一
〇

 
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
十
二
条
の
六
第
五
項
（
第
二
十
二
条
の
六
の
二
第
五
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の

四
第
五
項
（
第
二
十
二
条
の
五
第
五
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 
則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
会
計
帳
簿
等
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
政
治
資
金
規
正
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
政
治
資
金
規
正
法
」
と
い
う
。
）
第

九
条
第
一
項
第
一
号
ロ
及
び
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ
（
新
政
治
資
金
規
正
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例

に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
か
ら
附
則
第
四
条
ま
で
に
お

い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
政
治
団
体
が
受
け
る
寄
附
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
政
治
団
体
が
受
け
た
寄

附
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

第
三
条 

施
行
日
の
前
日
ま
で
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
政
治
資
金
規
正
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
存
す
べ

き
期
間
が
満
了
し
て
い
な
い
同
項
に
規
定
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。 



  
 

一
一

 
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
四
条 

施
行
日
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
施

行
日
以
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
政
治
資
金
規
正
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

政
治
資
金
規
正
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

附
則
第
九
条
及
び
第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
九
条
及
び
第
十
条 

削
除 

 

（
政
治
資
金
規
正
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
六
条 

政
治
資
金
規
正
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 
 

附
則
第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

第
十
五
条 

削
除 

 

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
） 



 

  
 

一
二

第
七
条 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
の
項
中
「
第
二
十
二
条
の
六
第
五
項
（
第
二
十
二

条
の
六
の
二
第
五
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
五
項
（
第
二
十
二
条
の
五
第
五
項
」
に
改
め
る
。 

 



  
 

一
三

 
 

 
 
 

理 

由 

 

政
治
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
の
回
復
を
図
る
た
め
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
政
治
活
動
に
関
す
る
寄
附
を
全
面
的
に
禁
止
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


